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所属名：やすらぎ福祉総務課 

 

許認可等の名称 豊田市古瀬間聖苑使用料減免 

根拠法令等の条項 豊田市古瀬間聖苑条例第９条第４項 

法令等の定め又は

概要 

（使用料） 

第９条 利用者は、許可を受けたときは、別表に定める使用料を利

用日までに納付しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、市長が必要と認めた場合は、利用日

後において使用料を納付することができる。 

３ 前項の規定による納付は、市長が別に定める日までになされな

ければならない。 

４ 市長は、公益上必要があると認めたときは、使用料を減免する

ことができる。 

５ 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長において特別の事

情があると認めたときは、その全部又は一部を還付することがで

きる。 

 

別表（第９条関係） 

  豊田市古瀬間聖苑使用料 

区分 単位 使用料（円） 

豊田市民及びみよ

し市民 

その他 

火葬施

設（待

合室を

含む。） 

満 10 歳

以上の者 

１体 無料 70,000 

満 10 歳

未満の者 

１体 無料 35,000 

死産児 １胎 無料 16,000 

胞衣及び

産汚物 

１件 1,500 16,000 

式場（遺族控室及

び僧侶控室を含

む。） 

午前９

時から

午後４

時まで

の７時

20,000 112,000 



間以内 

午後 5

時から

翌日午

前 9 時

までの

16 時

間以内 

10,000 56,000 

祭壇 １回 3,000 12,000 

霊安室 １体に

つき２

４時間

以内 

1,000 3,000 

備考 

１ この表において、豊田市民及びみよし市民の欄に掲げる使用料

の額は、次の各号のいずれかに該当する場合に適用する。 

（１）豊田市又はみよし市において住民基本台帳に記録されている

者が聖苑の利用許可を受けたとき。ただし、当該利用許可を受

けた者の親族が死亡し、又は手術等により人体の一部を切除し

た場合で、その者のために聖苑の利用許可を受けたときに限

る。 

（２）死産児の父、母その他の親族が豊田市又はみよし市において

住民基本台帳に記録されている場合であって、これらの者のい

ずれかが当該死産児のために聖苑の利用許可を受けたとき。 

（３）豊田市又はみよし市において住民基本台帳に記録されている

者が死亡した場合であって、その者のためにその関係者が聖苑

の利用許可を受けたとき。 

（４）豊田市又はみよし市において住民基本台帳に記録されている

者が手術等により人体の一部を切除した場合であって、その者

が当該切除部位を火葬するために聖苑の利用許可を受けたと

き。 

（５）豊田市内又はみよし市内に所在地を有する病院、診療所又は

助産所が、胞衣及び産汚物を火葬するために聖苑の利用許可を

受けたとき。 

２ この表において、その他の欄に掲げる使用料の額は、前項の規

定の適用がない場合に適用する。 



３ 人体の一部を火葬する場合は、火葬施設の利用区分に応じた使

用料と同額とする。 

４ 式場は、火葬施設を利用する場合に限り、利用することができ

る。 

５ 待合室は、式場の利用の許可を受けた時間については、利用す

ることができない。 

６ 式場を利用する者が準備のために利用する場合の使用料は、当

該利用区分の使用料の２分の１の額とする。 

７ 祭壇は、式場を利用する場合に限り、利用することができる。 

８ 霊安室は、豊田市民又はみよし市民以外の者が利用しようとす

る場合は、火葬施設を利用するときに限り、利用することができ

る。 

９ 霊安室を２４時間を超えて利用する場合は、超過時間１時間に

つき１００円（豊田市民及びみよし市民以外の者が利用する場合

は、３００円）を加算する。 

審査基準 豊田市古瀬間聖苑条例第９条第４項の「公益上必要があると認めた

とき」について、下記の条件に該当する場合は、使用料を減免とす

る。 

 

１ 故人が豊田市により生活保護法の規定による保護を受けてい

る。 

２ 故人が豊田市により中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並び

に永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に

関する法律の規定による支援給付を受けている。 

標準処理期間 即日 

 


